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Topics

グリーン×デジタル
が未来をつくる！

特集

《表紙写真》：江別市 株式会社 Kalm 角山の乳牛

2014年1月に設立。企業理念は、「Aim to Kalm future ！（穏やかな未来を目指す）」。
生産基盤を強化して生乳を安定的に供給し、消費者への安全・良質な牛乳提供を実現して
います。（株式会社Kalm角山 牛舎内）

新
技
術
の
導
入
で

地
域
を
豊
か
に

ゼロカーボン北海道

 2030年までに温室効果ガス排出量を
2013年度比で48%削減、2050年
までに実質ゼロを達成。

 地方創生の概念

を根本とし、持続

可能な地域づくり

が目的。地域の抱

える課題を脱炭素

の切り口から解決

するもの。

2
0
5
0
年
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
北
海
道
」
の
実
現
に
向
け
て

は
、
様
々
な
分
野
に
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
技
術
が
導
入
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
、
脱
炭
素
技
術
分
野

で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
改
革
）
、

特
に
、
脱
炭
素
技
術
の
デ
ジ
タ

ル
化
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）
）

が
そ
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
に
は
、

地域の抱える諸課題

産業衰退
担い手不足

レジリエンスの
強化

デジタル技術

 AI（人口知能）
 IoT
 ビッグデータ
 クラウド技術
 ロボット化 など

▼

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
脱
炭
素
の
取
組
で

地
域
課
題
を
解
決

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
デ

ジ
タ
ル
制
御
な
ど
、
強
靱

な
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
そ
の

理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。道

内
各
地
で
も
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
脱
炭

素
の
取
組
が
民
間
企
業
を

中
心
に
始
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
本
号
で
は
、
最
新
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
脱
炭
素
の
取
組
で
、
地

域
の
抱
え
る
課
題
を
解
決

す
る
取
組
事
例
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

排出

吸収

吸収量

排出
削減

G
H
G
排
出
量

削減後の排出量から森林吸収量を差し引いた値が

ゼロ以下となることで実質排出量ゼロを達成！

削減量

建物の省エネ化

再エネの導入

EV・FCVの導入

地域交通の
維持

※ コベネフィット：１つの活動が様々な利益に繋がっていくこと。
（例：地域の脱炭素に資する取組が持続可能な地域を創る事に繋がる。）

 地域資源を最大限活用して脱炭素と地域課題の同時解

決により、環境・経済・社会が統合的に向上する地域づく

りを目指す。

道
内
各
地
域
で
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に

繋
が
る
新
た
な
価
値
の
創
出

コベネ
フィット※



北
海
道
ガ
ス

株
式
会
社

2

Ｑ

苦
労
し
た
点
は
？

担
当
者
への
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▼

取
組
の
経
緯
・
背
景

▼

取
組
の
概
要

札幌市

取組の全体像

最
新
の
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で

ま
ち
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
管
理

1

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
と
と

も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
量
を
減
ら
し

て
い
く
省
エ
ネ
が
非
常
に
重
要
と
な
り

ま
す
。
徹
底
し
た
省
エ
ネ
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
製
造
・
供
給

病院(3棟)

・メディカルビル
・エネルギーセンター

アクティブリンク
(空中歩廊)

ホテル
(建設中)

商業施設
(建設中)

マンション
(建設中)

本
地
区
で
は
、
病
院
と
、
メ
デ
ィ
カ
ル

ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ホ
テ
ル
、
商
業
施

設
の
全
7
棟
・
3
.
9
h
a
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
で
北

海
道
ガ
ス
は
新
さ
っ
ぽ
ろ
E
C(

エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー)

を
建
設
し
、
街
区
内
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
行
う
と
と
も
に
、
A
I

を
活
用
し
た
C
E
M
S
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
街
区
一

体
と
な
っ
た
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

供
給
側
で
は
A
I
で
需
要
を
予
測
し

最
適
な
設
備
の
自
動
運
転
を
実
施
す
る

と
共
に
、
熱
源
機
器
の
効
率
を
常
に
監

視
す
る
こ
と
で
効
率
の
悪
い
運
転
が
想

定
さ
れ
る
場
合
は
設
定
値
の
変
更
を
行

い
、
常
に
高
効
率
の
運
転
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
需
要
側
で
は
快
適
性
を
確
保

し
つ
つ
、
C
E
M
S
か
ら
需
要
家
の
空

調
設
備
の
設
定
値
を
自
動
で
調
整
す
る

こ
と
で
省
エ
ネ
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
現
し

ま
す
。
更
に
新
さ
っ
ぽ
ろ
E
C
に
、

す
る
側
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
需

要
家
側
の
双
方
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
さ
っ
ぽ
ろ

駅
周
辺
地
区
で
は
C
E
M
S(

地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム)

を
導

入
し
、
街
区
一
体
と
な
っ
た
省
エ
ネ
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

C
G
S(

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
）
を
導
入
し
、
強
靱
化
を
図
る
の

に
加
え
外
部
の
再
エ
ネ
電
源
を
連
携
し
、

発
電
出
力
が
不
安
定
な
再
エ
ネ
電
源
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

◀

実
際
の
写
真

◀ エネルギーフロー図

お
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら
！

▼

取
組
の
効
果

・
E
C
の
熱
源
機
器
の
自
動
最
適
運
転

に
よ
る
効
率
化
、
省
力
化

・
需
要
側
・
供
給
側
双
方
の
徹
底
し
た

省
エ
ネ
実
現

・
街
全
体
と
し
て
、
C
O
2
削
減

3
5
%
を
実
現

・
再
エ
ネ
電
源
の
変
動
調
整
を
行
い
な

が
ら
、
省
エ
ネ
と
強
靱
化
を
両
立
さ

せ
る
モ
デ
ル
の
確
立

▼

将
来
展
望

省
エ
ネ
と
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
に
繋

が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
と
し
て
地
方
都

市
に
も
普
及
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
こ
の
先
導
的
な
取
組
み
を
広
く

P
R
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
街
区
の
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
組
織
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
街

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
下
記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
見

学
の
申
込
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

C
E
M
S
の
機
能
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

需
要
家
様
、
建
物
設
計
者
様
、
現
場
担
当
者
様

と
の
密
な
連
携
が
重
要
で
し
た
。
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
C
E
M
S
の
機
能
を
満
た
す
よ

う
に
他
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と

に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

最
適
な
運
用
を
行
い
ま
す
が
、
A
I
の
判

定
結
果
や
そ
の
導
入
効
果
に
つ
い
て
、
分

析
・
検
証
を
行
え
る
機
能
を
設
け
ま
し
た
。

C
E
M
S
の
運
用
を
行
う
中
で
、
運
用
者

自
身
が
デ
ー
タ
を
基
に
そ
の
機
能
を
進
化

さ
せ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に

シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
ま
す
。

北海道ガス（株）
エネルギーシステム部
深浦 主任

▼

▲ CEMSによる画面管理

Ｑ

工
夫
し
た
点
は
？

今
回
の
C
E
M
S
は
A
I
に
よ
り
自
動
で



十
勝
バ
ス

株
式
会
社

Ａ
Ｉ
が
予
約
に
応
じ
て
最
適
ル
ー
ト
を
運
行

2

Ｑ

苦
労
し
た
点
は
？

担
当
者
への
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▼

取
組
の
背
景
と
経
緯

帯
広
市
大
空
町
は
、
帯
広
市
の
中
で

も
特
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で

す
。
そ
の
た
め
、
持
続
可
能
な
地
域
交
通

の
確
保
、
ひ
い
て
は
、
地
域
内
の
住
民
の

方
々
の
生
活
利
便
性
の
確
保
と
い
う
地

域
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
十
勝
バ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、

十
勝
バ
ス
）
で
は
、
２
０
２
２
年
５
月
１

日
よ
り
、
V
i
a

M
o
b
i
l
i
t
y

J
a
p
a
n
株
式
会
社
が
提
供
す
る

A
I
デ
マ
ン
ド
交
通
向
け
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
「
お
お
ぞ
ラ
イ
ナ
ー
」
の
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。

取組の全体像

AIによる最適
ルート検索

おおぞライナー 利用者

電話やスマホ
で予約

スマホで現在地を確認可能

最適ルートで運行

十
勝
バ
ス
で
は
、
運
行
経
路
・
乗
降

地
点
・
運
行
時
刻
の
定
め
が
な
い
、
利

用
者
の
要
求
に
応
じ
て
エ
リ
ア
間
を
運

行
す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
A
エ
リ
ア
の
大
空
団
地
は
自
宅

前
ま
で
、
他
の
エ
リ
ア
で
は
約
1
3
0

か
所
の
既
存
の
バ
ス
停
間
を
自
由
に
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー

の
間
の
よ
う
な
乗
り
物
で
、
電
話
や
ア

プ
リ
か
ら
予
約
が
可
能
で
す
。
予
約
が

あ
る
場
合
の
み
の
運
行
な
為
、
路
線
バ

ス
と
比
べ
て
燃
料
の
使
用
や
C
O
2
排

出
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
予
約
が
入
る
と
A
I
に
よ
っ

て
効
率
的
な
ル
ー
ト
を
検
索
し
、
移
動

時
の
無
駄
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
デ
マ
ン
ド
交
通
で
稼
働
し
て
い

る
「
お
お
ぞ
ラ
イ
ナ
ー
」
は
従
来
型
の
自

動
車
で
す
が
、
今
後
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

車
へ
の
転
換
を
考
え
て
い
ま
す
。

▼
デ
マ
ン
ド
交
通
の
仕
組
み

▼

利
用
者
か
ら
の
反
応

「
お
お
ぞ
ラ
イ
ナ
ー
」
は
1
日
平
均

で
６
～
７
人
、
多
い
日
で
は
2
0
人
ほ

ど
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の
多

く
は
高
齢
者
で
、
買
い
物
や
病
院
な
ど
、

「
好
き
な
時
間
に
呼
べ
て
あ
り
が
た

い
」
と
好
評
で
す
。

運
行
開
始
時
は
A
エ
リ
ア
の
み
で

し
た
が
、
徐
々
に
エ
リ
ア
を
広
げ
、
今

年
の
4
月
か
ら
D
エ
リ
ア
の
範
囲
ま

で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ア
プ
リ
と
電
話
か
ら
予
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
お
お
ぞ
ラ
イ
ナ
ー
」
で

す
が
、
高
齢
の
利
用
者
が
多
く
、
9
割

が
電
話
に
よ
る
予
約
で
す
。
十
勝
バ

ス
で
は
高
齢
者
に
ア
プ
リ
操
作
を
教

え
る
こ
と
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
負
担
を

減
ら
す
取

組
を
始
め

て
お
り
、

今
後
、
ア

プ
リ
利
用

者
を
増
や

し
て
い
く

予
定
で
す
。

▼
ア
プ
リ
の
活
用
で

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
負
担
減▲ 十勝バスのデマンド交通

「おおぞライナー」

十勝バス乗合部

近藤 次長

取
組
の
認
知
が
必
要
な
点
で
す
。
A

エ
リ
ア
の
大
空
団
地
で
は
全
戸
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
い
る
の
で
、
他
の
エ
リ

ア
に
も
周
知
し
て
い
き
ま
す
。
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
と
の
違
い
は
一
度
乗
っ
て
も

ら
え
れ
ば
伝
わ
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Ｑ

今
後
の
展
望
は
？

利
用
者
の
増
加
や
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、

既
存
の
路
線
バ
ス
か
ら
転
換
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
マ
イ
カ
ー
が
な
く
て
も
暮
ら

せ
る
町
を
目
指
し
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
交

通
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
に
貢
献
で
き

る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

帯広市

2



株
式
会
社

Ｋ
ａ
ｌ
ｍ

角
山

Ａ
Ｉ
に
よ
る
循
環
型
農
業
の
支
援

2

Ｋ
ａ
ｌ
ｍ
角
山
は
、
５
戸
の
酪
農
家

が
、
共
同
法
人
と
な
り
設
立
し
た
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
、
社
長
が
５
人
い
る
と

い
う
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の

で
、
５
戸
の
目
的
が
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ

ラ
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
集
約

Ｑ

苦
労
し
た
点
は
？

（株）Ｋａｌｍ角山

川口谷
代表取締役兼ＣＥＯ

担
当
者
への
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
達
成
す
る
た
め
の
動
機
付
け
が
非
常

に
難
し
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、
明
確
に

将
来
の
食
の
安
定
と
い
う
こ
と
に
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し
て
い
か
な
い
と
す
ぐ

に
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
し
ま
う

の
で
大
き
な
課

題
と
し
て
考
え

て
い
ま
す
。

▼

取
組
の
経
緯
・
背
景

▼

基
本
理
念

株
式
会
社
Ｋ
ａ
ｌ
ｍ
角
山
で
は
、
消

費
者
に
対
し
安
心
・
安
全
な
生
乳
を
安

定
的
に
供
給
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
「
飼
料
」
、
「
生
乳
」
、
「
糞
尿
」
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
環
境
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
、
「
目
的
・
目
標
」

を
達
成
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
の
も

と
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

▼

取
組
の
概
要

江
別
市
角
山
に
あ
る
、
同
社
の
牛
舎

で
は
、
自
動
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
８
台
導

入
し
、
飼
育
牛
に
セ
ン
サ
ー
付
き
の
首

輪
を
付
け
、
牛
の
状
態
を
2
4
時
間
管

理
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
搾
乳
が
必
要
と
な
っ

た
牛
だ
け
を
専
用
ブ
ー
ス
に
入
れ
搾
乳

す
る
の
で
、
人
が
一
頭
一
頭
の
搾
乳
時

間
を
判
断
し
搾
乳
す
る
よ
り
も
、
素
早

く
、
効
率
よ
く
行
わ
れ
る
の
で
、
搾
乳

に
か
か
る
電
力
が
、
従
来
よ
り
も
約
三

分
の
一
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
首
輪
に
つ
け
た
セ
ン
サ
ー

に
よ
っ
て
乳
量
・
乳
質
デ
ー
タ
も
一
元

管
理
し
て
お
り
、
生
乳
の
廃
棄
率
の
低

下
、
い
わ
ゆ
る
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

▼

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
と

資
源
の
再
利
用
サ
イ
ク
ル

江別市

牛
が
排
せ
つ
す
る
大
量
の
糞
尿
は
、

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
運
ば
れ
て
メ

タ
ン
発
酵
す
る
こ
と
に
よ
り
、
可
燃
ガ

ス
（
バ
イ
オ
ガ
ス
）
に
変
え
、
こ
れ
を
燃

焼
し
て
創
っ
た
電
気
を
電
力
会
社
に
売

却
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
牛
の
糞
尿
等
の
発
酵
に
よ

り
生
じ
た
物
質
を
活
用
し
、
牛
の
ベ
ッ

ド
と
な
る
敷
き
わ
ら
を
作
っ
た
り
、
デ

ン
ト
コ
ー
ン
畑
や
牧
草
畑
の
液
体
肥
料

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
牛
の

エ
サ
を
作
っ
た
り
し
て
、
資
源
の
再
利

用
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

バイオガスプラント牛舎

貯留槽

取組の全体像

3

か

ー

む

酪
農
業
界
は
、
こ
れ
ま
で
個
々
の
家

族
経
営
努
力
で
生
産
基
盤
を
維
持
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
継
者
の

不
足
、
離
農
者
や
荒
廃
地
の
増
加
な
ど

に
よ
り
地
域
経
済
が
衰
退
し
て
い
る
と

い
う
地
域
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
K
a
l
m
角
山
は
、
江
別

市
角
山
地
区
に
お
い
て
、
大
規
模
法
人

化
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
創
出
や

生
産
コ
ス
ト
の
カ
ッ
ト
な
ど
、
個
々
の

農
家
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
よ

り
、
持
続
可
能
な
酪
農
経
営
を
行
う
こ

と
で
地
域
経
済
を
維
持
す
る
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

▲ 首輪のセンサーで
搾乳が必要かを判断


